平成22年6月28日（月）　魚沼市まちづくり委員会　地域産業部会　ワークショップ
第1班「メンバー：林高志、須佐カオル、三友泰彦、関矢正喜、星敏夫」

　＊テーマ別に部会を分ける

　






　＊出された意見

　　・魚沼に合った産業を探す。
　　・生産者の原理（ここから脱していない）　⇔　消費者の原理　←　消費者の原理に立つ

　　・雪を利用できないか　→　夏までストックして　→　電気に換えて　→　売る
　　・地場産品に付加価値を付けて　→　地元で売る
　　・地域ごとに色々な物を売る　→　トラックで売る　→　首都圏

　　・シルバーの人達の活躍の場づくり

　　・リタイヤした人達が働く場が無い　→　シルバー人材センター

　　・コミュニティビジネス

平成22年6月28日（月）　魚沼市まちづくり委員会　地域産業部会　ワークショップ

第２班「メンバー：長尾政利、渡辺一弘、星英樹、小林栄一、樋口トミ、山本和志」





平成22年6月28日（月）　魚沼市まちづくり委員会　地域産業部会　ワークショップ

第３班「メンバー：韮澤芳子、猪又孝、桑原雄一郎、和田勝也、鈴木洋、斎藤勝浩」






















一次産業


農業・林業


付加価値UP





2次産業


食品加工


地元密着型





3次産業


観光


地域の意志








商店街は？


中心市街地





人材育成も





雪利用


水利用





収入の道





「現状」


・インターネットの出現「通販」


・地域行事の疎遠


・農業の法人化による改善


・新規業種


・地域コミュニティの崩壊


・活動の形骸化


・魚沼産コシヒカリからの脱却


・商店の廃業





「今後」


・不動産の活用


・山菜取り


→入山禁止から入山許可へ


・土地の利用法


・地域間の連携


・特産品のブランド化


・企業、商店の誘致


・雇用の確保





「組織」


・商工会の活性化


・農業、商業連携のシステム





「地域コミュニティ」


・地域の達人


・伝統をそのまま植えつけるのは難しい





「新たなビジネス」


・買物代行（FAX、御用聞き）


・魚沼のネットショップ


・若者の定住につながるインターネット


・買物難民


・インターネットのメリット、デメリット





「心配なこと」





「若い人減」


・人口が減ってさびしい


・子供の就業が心配


・若い人が住みたい魚沼市ってどんな市





「商店・にぎわい」


・商店街ににぎわいがほしい


・地元、地域での交流が無くなっている


・米と雪以外にセールスポイントが無い





「農業・林業」


・林業は儲からないのか？


・山でどれだけ儲かるか？


・農業はもっと儲からないのか？


・農家が飯を食える環境





家庭がある若い人


帰ってきたい


but


仕事が無い





収入


↓


どれだけ必要


↓


生活できるか





別の商品


新しいセールスポイント





・別の商品（新しいセールスポイント）


・子どもが買い物しない（ゲーム）


・ネット、コンビニ買い（若い人）





地域に関心が無くなる





女子力　⇒　財布握ってる





無駄（飲み会）な消費は男





農業以外


（新）


・文化的


・心地よい


・豊かさ


・温もり


・インフラ通信





「興味ある、ほしい、したいこと」





「誘客・交流」


・中国人観光客等の誘客


・都会の人との交流





「自然」


・越後三山→すばらしい風景を生かせない


・川はもっと楽しめる


　→小出駅、川に近い　→　釣　→　あまりできない　→　カヌー


・里山をもっと自由時遊ぶ


・一日楽しめる魚沼観光→ルート、ネーチャーガイド





「遊べる・にぎやか」


・子どもが遊べる体育館


・遊べる環境が欲しい


・町中におしゃれなコーヒーショップが欲しい


・賑わいがほしい





「農業」


・自由に農業に参入したい


・市民農園ほしい


・就業が選択できる環境が欲しい


・日本一のコシヒカリ頑張れ


・おいしい農産物を地元にどうやってPRしていくの


・魚沼ブランド→やはり、米・食





・お金じゃない、満足感





・価値観、発想を変えていく





・地場産業をつくりだす





・内職産業


・手工業（かいこ、シルク）





・ユリは売上がある、投資が必要





・カジノがほしい


・刑務所がほしい


・最終処分場etc


　→産業として　→　議論する（嫌がる人はいる）


・定年後の職場が必要





魚沼市の一番の


産業って何？





収　入








